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【主催者】

社会福祉法人 全国社会福祉協議会・全国社会就労センター協議会 
認定特定非営利活動法人 日本セルプセンター 
三重県社会就労センター協議会

【実施主体】

三重県社会就労センター協議会

【共　　催】　特定非営利活動法人　共同受注窓口みえ

【後　　援】

三重県、津市、三重県社会福祉協議会、三重県知的障害者福祉協会、三重県障害者小規模福祉施
設協議会、(公社）三重県障害者団体連合会、 (一財）三重県知的障害者育成会、NPO法人三重県
精神保健福祉会、三重県精神障害者福祉事業所連絡協議会、三重県身体障害者福祉施設協議会、
中日新聞社、三重テレビ放送

【開催日程】

2020（令和２）年２月19日(水） ～２月23日(日）　開催日５日間

【開催場所】　イオンモール津南

【参加対象】

全国の障害者就労支援事業所等

【販売形態】

（１）レジスターで会計を行う集中レジ方式
（２）全ての商品にバーコードを付け、商品売り上げを管理。(参加決定後、バーコードシールを
送付し、各施設で商品に添付してもらう）

（３）販売手数料
・直接販売(手数料：売上げの20%）
    参加事業所が会場に係員を派遣し、商品の搬入、搬出、陳列、集客、接客を行う販売形態。直
接販売は、毎日1人（６時間以上）の販売員を派遣する。

全国ナイスハートバザール 2016 in みやぎ
（平成 28 年度民間社会福祉事業助成費補助金「就労系施設生産活動促進事業」）

全国ナイスハートバザール 2019 in みえ
「出会い」〜やって来い、よって来い in 津〜

（令和元年度民間社会福祉事業助成費補助金「就労系施設生産活動促進事業」）

全国
NHB
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全国ナイスハートバザール 2016 in みやぎ
（平成 28 年度民間社会福祉事業助成費補助金「就労系施設生産活動促進事業」）  ・委託販売(手数料：売上げの25%）

    参加事業所が職員を派遣せず、商品の販売を委託する販売形態。
　※令和元度の８月末の九州北部豪雨や台風15号、19号等による被災施設は、手数料無料。

【参加施設数】

44施設（社会就労センター２施設、小規模作業所42施設）

【総売上】　　1,590,090円

【来場者数】　約2,120人

【売上商品ベスト５】
施設名 商品名 売上額

1 お菓子工房Ｍ クッキー詰め合わせ 142,000 円

2 いわて障害者就労支援センター クッキー・カレー・缶詰 138,520 円

3 とくしま障害者就労支援協議会 菓子等 114,740 円

4 クローバーハウス パン・クッキー 106,530 円

5 コリアンダーの家 茶・だしパック等   97,860 円

【特徴】

　三重県では、全国ナイスハートバザールの開催は、30年ぶりです。県単でのバザーも開催さ
れておらず、運営ノウハウがまったくありませんでした。しかし令和３年の「三重県とこわか国
体」開催を見据え、行政と一体となって全国ナイスハートバザール開催に挑戦することになりま
した。会場に選んだのは、地元では有数の繁華街といっていい、リニューアルされたばかりのイ
オンモール津南でした。
　期間中は、とこわか国体スタッフによる「とこわかダンス坐位バージョン」（車いすでも参加
できる国体PRダンス）、尺八奏者による演奏、地元の白子高校吹奏楽部の演奏などのイベントも
実施し、国体キャラクター「とこまる」や津市のご当地キャラクター「シロモチくん」等の着ぐ
るみが登場するなど、会場を大いに盛り上げてくれました。
　県内施設の多くはバザー参加に慣れていないため、半数程度が商品を預けるだけの委託販売と
なっています。職員や利用者が売り場に立った施設との商品売り上げに大きな差が出たのは、当
然かもしれません。商品別売上ベスト５を占める施設は、すべて直接販売を選択してくれた施設
でした。
　事務局スタッフにとってはすべてが初めてのことだらけ。しかし小規模施設への配慮として共
同受注窓口が代表となったＰＬ保険加入制度を創設するなど、さまざまな運営ノウハウを蓄積で
きました。今後はこうした経験を活かし、県内施設が一体となった販売会開催を行っていきたい
と考えています。
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「全国ナイスハートバザール 2019 in みえ」のチラシ。「台風 19 号等災害復興支援事業」と打ち出すことで、ナイスハートバザールに新たな価値観を付加

することができました。セルプカラーをイメージさせたカラフルなデザインも素敵です。



27

チラシの裏には、開催趣旨や障害者就労

支援施設の簡単な説明を加えました。広

大なイオンモールの中で、バザー会場の

位置がよく理解できるような案内図も掲

載しています。

ステージイベントスケジュール

水

金

土

場所 イオンモール津南 みなみの広場（SPORTS DEPO前）

イベントスケジュールが分かるように、専用のチ

ラシも作成しました。



28

▲三日目のイベントは、白子高校吹奏楽部の演奏でした。▲２階から見渡した会場全体の風景

▲カラフルな風船で飾り付けたバザーの看板

▲羊毛フェルトで作ったパンダ人形や、ミニ

観葉植物も人気の商品。

▲オシャレなビン入りの芳香剤、「グリー

ンライフプロジェクト」。

◀京都から参戦した野菜チップスの数々は、

飛ぶように売れていきました。

▲令和３年に開催予定の三重県とこわか国体

の PR グッズコーナーも設置。

◀三重とこわか国体マスコッ

トキャラクター「とこまる」

も参戦し、車いすでも踊れる

「とこわかダンス坐位バージョ

ン」を初披露。津市のご当地

キャラクター「シロモチくん」

も、一緒に踊ってくれました。
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▲徳島県の awanowa シリーズ。藍染めを活かした素敵なグッズです。

▲三重とこわか国体用に開発された新製品「伊賀の飛猿」

▲三重の味めぐりコーナーには、伊勢名物のお菓子が並びます。

▲職員たちが直接販売するブースの売上は、飛び抜けていました。

▲大勢のお客様が会場に詰めかけてくれました。

▲各地から集まって来たお菓子が、会場には勢揃いです。

▲「プルーンとヘルシーばぁむくーへん」と、大人気の和歌山サブレ。

▲島原手延べうどん、豚骨ラーメン、あごだしカレーうどん。


